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日　　付　令和元年10月３日（木）

学年・組　第２学年２組　（男子１８名　女子１９名　計３７名）

場　　所　第１理科室（本館３階）
[image: image2.bmp]本単元は，学習指導要領第２分野の内容（３）イの（ア）「消化や呼吸，血液の循環についての観察，実験を行い，動物の体が必要な物質を取り入れ運搬している仕組みを観察，実験の結果と関連付けてとらえること。また，不要となった物質を排出する仕組みがあることについて理解すること。」を受けて設定している。小学校では，第６学年で，ヒトの呼吸，消化，排出及び血液の循環について，また，生命活動を維持するための様々な器官があることについての初歩的な学習を行っている。

本単元では，動物の消化・吸収，呼吸，血液循環などの働きを物質交換の視点でとらえさせることがねらいである。消化については，動物には消化器官があり，そのはたらきによって，食物が物理的及び化学的に消化され，栄養分が吸収される仕組みを理解させる。その際，ペプシン，アミラーゼなど代表的な消化酵素を使った観察・実験を行うことを通して，その仕組みを観察・実験の結果と関連付けてとらえさせるとともに，消化によって食物が小腸の壁から吸収されやすい物質に変化することを理解させることのできる単元である。
　本学級の生徒は，落ち着いて授業を受けることができ，観察・実験も積極的に行うことができる。
６月に行われた「基礎・基本」定着状況調査の質問調査によると，「理科の勉強は好きです」と答えた生徒は60.6％と他の教科よりも高く，「理科の授業はよくわかります」と答えた生徒は75.8％と他の教科よりも高かった。しかし，理科の授業への取り組みの様子を見ていると，仮説や予想を考えることや実験や観察から得られたデータをもとに考察することに対して，自ら取り組むことがあまりできず，自分で考えるよりも誰かの答えを待つことが非常に多い。また，多くの生徒が間違えることに対して非常に抵抗感を持っており，失敗を極端に恐れている。そのため知らないことに取り組むときには，自分の考えを他者と共有することが難しい。
指導にあたっての重要項目として，デンプンの消化に関わる事例を身近な食品を使用して，日々の「食べる」という行為によって，栄養分が体内でどのように吸収されていくかを生徒に実験を踏まえて思考させたい。そのために，単元の導入のきっかけとして，ヒトが食べたものはどのように消化され，吸収されるのだろうかという課題を出し，消化のための最適条件の仮説を立て，実験を行うことで消化から吸収までのはたらきを理解させたい。
本時においては，実験過程で様々な条件を思考させる学習活動を行う事により，「仮説の設定」や「検証計画の立案」を生徒に行わせたい。そのため，身近にある素材であるカツオ節を使用し，既習事項であるデンプンの消化の実験と関連付け，新たに同じ消化液の胃液がどのように消化と関わっていくのかを複数の仮説を生徒自身に思考させて，見出させていく。生徒が立てたその仮説を自分の意見として持たせることによって，より自分事として深く実験にも関わる工夫を行う。また，その仮説を
実際に行った実験と照らし合わせることで的確な考察となり，より深い学習になるようにさせたい。さらに，仮説を検証するための実験計画を立案する際に，自分の仮説が正しいのかを証明するためには対照実験を行わなければならないことも生徒自身に気付かせたい。
【「資質・能力」育成の手立て】
	スキル
	学びに向かう力・人間性

	課題解決力
	思考力・表現力
	自信
	人間関係形成能力

	消化酵素のはたらく条件について仮説を立て，実験で確かめる。
	
	
	



単元の目標
○唾液による消化の実験を通して，動物の体には消化液によって栄養分を分解するはたらきがあることを理解する。
○消化された栄養分は小腸で吸収されることを理解する。
	単元を貫く課題
　生物が生きるためには，栄養を取り入れなければならない。ヒトが食べたものはどのように消化され，吸収されるのだろうか。



	ア　自然事象への関心・意欲・態度
	イ　科学的な思考・表現
	ウ　観察・実験の技能
	エ　自然事象についての知識・理解

	①食物中の栄養分がどのようにして体の中に吸収されていくのかに興味をもち，調べようとする。
	①唾液のはたらきを調べる実験結果から，デンプンの分解について推論することができる。
②酵素（ペプシン）のはたらく条件を決定し，対照実験を立案することができる。
③ペプシンがはたらくのに適した温度や液性について説明することができる。
④小腸の内面に多数の絨毛があることを，栄養分の効率的な吸収と関連づけて考察することができる。
	①対照実験を設定して，唾液がデンプンを分解するはたらきを調べることができる。

	①唾液には，デンプンを分解するはたらきがあることを説明できる。
②消化された栄養分が吸収される道すじを説明できる。


指導と評価の計画（本時４／５）
	次
	学習活動
	生徒の思考の流れ
	指導上の留意点
	観点
	評価規準

	
	
	
	
	関
	思
	技
	知
	

	１
	課題の設定
・ヒトの消化管のようすを思い出す。

・ヒトの消化管は，１本の道筋になっていることに気付かせる。


	口や食道，腸などの臓器があったな。
腸が枝分かれすると，排泄物が体外に排出されないだろう。

	ヒトの消化管がどのようになっているか，図を描かせ，考えさせる。
生徒同士で交流をさせ，考えを深めさせる。

	〇
	
	
	
	ア①

	２
	情報の収集①　
本時の目標：だ液がデンプンをどのような物質に分解しているのかを調べることできる。

	
	
・デンプンのりを入れた試験管を２本用意し，一方にだ液，もう一方に水を加え，40℃の湯で5分温める。

・結果から分かることを考察する。


	１年生で学習した光合成の対照実験だな。

40℃の湯が体温に近い。
	だ液を出すことを嫌がる生徒には，人工だ液を用意する。


	
	○
	○

	
	ウ①
イ①

	３
	情報の収集②　
本時の目標：消化液中に含まれる消化酵素のはたらきと性質を理解することができる。

	
	
・だ液中には，アミラーゼが含まれていることを知る。

・だ液以外の消化液には，胃液，すい液などがあり，それぞれ消化酵素を含んでいることを知る。
	だ液にはデンプンを糖に変えるはたらきがあったな。

	前時に行った実験を教卓で行う。


	
	
	
	
	


	
	

	
	可視化するために口から入った食物がどのような順番で消化されるのか動画を見る。

胃液の中には，ペプシンという消化酵素が含まれており，塩酸と同じ強い酸性ではたらくことを説明する。
	
	
	
	〇

	エ①


	４
本時
	整理・分析　
本時の目標：ペプシンがはたらく条件について仮説を立て，実験によって検証することができる。

	
	・胃の中の様子について思い出す。

・ペプシンがはたらく条件の仮説を立て，実験の計画を立てる。
・結果からわかることを考察する。


	ペプシンという消化酵素が含まれた消化液が分泌されていたな。

胃の中は塩酸と同じくらい強い酸性を示していたな。
ペプシンは酸性で体温付近という条件であれば働きそうだな。
どうやったら検証できるかな。
	検証する実験を立てるために必要なキーワードを生徒から引き出す。
変える条件と変えない条件を考えて計画を立てているか机間指導を行う。
	
	〇
〇
	
	
	イ②
イ③

	５
	まとめ・表現　本時の目標：分解された物質がどのように吸収されるのか説明することができる。

	
	・小腸を見る。
（本物がなければ，モデルを用意。）

・小腸の内部の様子を動画で見る。
・柔毛から消化された栄養分が吸収されていることを知る。
・効率よく栄養分を吸収しやすいつくりになっていることに気付く。
	・小腸の内部は複雑なつくりをしている。
・柔毛があることで表面積が大きくなっている。

	体長の約５倍の長さを,食物が動いて，吸収されていることに気付かせる。
小腸の内部のつくりの特
徴を動画から気付かせる。

毛細血管とリンパ管からそれぞれ決まった栄養分
を吸収していることに気
付かせる。
柔毛をすべて引き延ばすと，テニスコート１面分に近い面積となることから,表面積が大きいことを想起させる。
	
	〇
	
	〇
	エ②
イ④



（１）本時の目標
　　・ペプシンがはたらく条件について仮説を立て，実験によって検証することができる。
（２）観点別評価規準

　　・酵素（ペプシン）のはたらく条件について立てた仮説に対し，適切な対照実験を立案することができる。（イ②）
・ペプシンがはたらくのに適した温度や液性について説明することができる。（イ③）
（３）本時の学習展開
	学習活動
	指導上の留意事項と支援
★規範意識育成のための手立て
	評価規準
	評価方法

	
○ 導入
・職場体験活動でかつお節の製造工業に行った話をする。
・その活動の中でもらったかつお節を使って科学研究をしようと考えたがうまく実験結果がでなかった。


○ 本時の目標の提示



· 既習事項の確認
・胃の環境について質問し，キーワードをまとめる。
· 仮説を立てる
・ペプシンがはたらく条件について考え，仮説を立てる。
・はたらく条件（仮説）をもとに実験計画を立てる。
※３本で検証できるように計画させる。

· 仮説の発表
　・各グループで出た意見を発表する。


· 検証実験
・実験道具を持って行き，グループごとに考えた実験を行う。

○ 考察
・実験結果から，ペプシンがはたらく条件について考察を行う。
・自己評価表に振り返りを書く。

	・実際に写真や科学研究の実物を見せ，本時の学習に向けた意欲を高める。
〇 生徒の考える胃の中の環境

・暗い　・強い酸性である

・あたたかい温度（４０℃）である

〈出させるキーワード〉
・胃の中は酸性である
・胃の中はヒトの体温付近である
・個人思考をした後，グループで話し合いを行う。
★机間指導を行い，個人思考やグループでの活動でつまずいている場合には，唾液の実験で行った対照実験について書かれたヒントカードを配る。

・意図的な指名を行い，発表を行う。

・発表で出た内容が本当に仮説を確かめる実験になっているか質問する。
・実験を行う上で，着目するポイントを質問する。
・実験を短時間で終了できるように試験管にはかつお節を均等に入れ，体温付近のお湯も準備しておく。

	・酵素（ペプシン）のはたらく条件について立てた仮説に対し，適切な対照実験を立案することができる。（イ②）
・ペプシンがはたらくのに適した温度や液性について説明することができる。（イ③）

	ワークシート
ワークシート


第２学年理科学習指導案


単元名：生命を維持するはたらき





尾道市理科教育実践グループ研修　研修グループ


尾道市立栗原中学校（授業），尾道市立長江中学校，尾道市立吉和中学校，


尾道市立日比崎中学校，尾道市立美木中学校





単元観





生徒観





指導観





単元の目標と評価規準





指導と評価の計画





課題：ヒトが食べたものはどのような道筋を通り，体の外に出るか。





(単元を貫く課題)


生物が生きるためには，栄養を取り入れなければならない。ヒトが食べたものは，どのように消化され，吸収されるのだろうか。





課題：だ液はデンプンを何に変えるのだろうか。





まとめ：だ液はデンプンを糖に変えている。





課題：なぜだ液を入れると，デンプンが糖に変わるのか。





まとめ：取り入れられた食物は口から肛門までつながった消化管を通っていく間に，消化液中の消化酵素によって分解され，吸収できる物質になる。





課題：かつお節を消化するにはペプシンをどのような条件にする必要があるだろうか。





課題：分解された物質は小腸でどのように体内に取り入れられるのだろうか。





本時の学習





１　導入（５分）





＜課題＞ 


かつお節を消化するにはペプシンをどのような条件にする必要があるだろうか。








２　本時の内容を確認する（５分）





＜本時のめあて＞ 


ペプシンがはたらく条件について仮説を立て，実験によって検証することができる。





３　本時の課題に取り組む。（２０分）





４　検証実験を行う。（１０分）





５　考察を行う。（１０分）





【立てさせたい仮説】


ペプシンは酸性で体温付近という条件であれば，もっともはたらくだろう。


【立てさせたい実験】


A：ペプシン＋塩酸＋体温


B：ペプシン＋塩酸＋常温


C：ペプシン＋水＋体温


(D：ペプシン＋水＋常温)


※Dを計画しているグループには必要かどうか質問し，その必要性を検討させる。





【考察】


かつお節を消化するためには，ペプシンを体温付近の温度と塩酸という２つの条件を整える必要がある。
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